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1944年 一月置天象豫告
　樹英米の決戦態勢を竪く持して叢に昭和19年を迎える．いつも年頭は正月
，氣分に紛れて，四分儀座よ・り現はれる流星群を見逃し勝ちであるが，今年は
新月が過ぎたばかりで，一月3日が上弦であり，夜商には月が西へ渡するか
ら，何の妨げも無く，此の流星群を襯下し得ることを忘れてはならなb．
　月は其れから10日に満月となり，19日に下弦，26日0時24分腱新月と
なる．從って，我が日本標準時で言へば此の26日が蕾正目朔であるのだが，
支那では新弓が25日23時24分となり，．つまり25日が［F．　PJ朔に當るわけである．
　太陽は6日目小寒，21日に大当の氣節となり，星座は射手座を東進ずる．
3日は地球へ最近距離14700萬キロであの一，硯豊郷32’36”である．黒黙の観
測者は高緯度の新群と，低緯度の奮群とを別々に報告されたV、．
　水星は年頭に宥の星であるが，離角は漸次に減少して，月末には太陽と會
合する，
　・金星は昨秋以來つfけさまに曉の明星である．太陽からの離角は少しつつ
減少するが，決して著しいものではない．しかし，地球がらの躇離が遠ざか
ると共に，観直径が小さくなって行くのとn光er　5衰へて行くのが腿立つ．
　火星は昨年末卜定，幾ちか距離が遠くなったが，しかし．覗直径は年頭に
9”，月末tC　6ttの程度であるから，熟練家は丁占正ほ観測時期中にあると言はな
ければならない．天頂角は小さい．しかし，大氣の凱れによる影像は良くな
いかも知れなV・．
　木星は早朝に東天から昇る時刻が漸次早くなり，槻測には内々好都合であ
る．衛星の蝕の現象を，船舶しむだけでなく，精密に観測されたし．
　土星は昨十二月に口前となった直後であるから，寒tt　tを羨んで，槻望にも，
槻測にも好機である．
　天ミE星は牛座，血目星は乙女座で，何れも天文年表（恒星祠：版）の尾圃を
たよりに槻望されたし．
　小遊星は，セレスが昨一十二月24日に，パラスは十月18日に，ユノは．ヒ月12
日目，xスタは十二t］5日目，何れも封衝を経た．ユノ以外は本會急報をた
　よbとして脚測し得る，
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